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6月23日(土）乳幼児教育ビジョン講演会を実施しました 

講演「0歳からの子育ち・子育て～育ちの連続性を大切に～」 

◎日常生活・保育の中で、子どもは子ども相

互・子どもと保育者・保育者と親との関わりを

通して育つ。子どもは大人の他者への関わり、

大人自身の姿を身体(こころ)全体で受け止

め、身体(こころ)を通して感じとる。大人との相

互作用を通して身体(こころ)を通して表現す

る。子どもが表現することに意味のないことは

一つもない。 

◎保育において、待機児の解消など数の確保

が課題となっているが、数の確保と共に、保育

の質の確保が必須である。保育の質・保育者

の専門性を向上するためには、保育実践にお

いて、暗黙知をいかに可視化・共有していくか

が大きく影響する。 
 

【Ⅲ 子ども理解に基づく保育～関係発達の

視点で 】 

◎育てられる者から育てる者への一大転換で

ある。単なる時間軸上の移行や立場の変化に

とどまらない「生き方」の一大転換である。 
 

乳児期前期の関係発達  

◎３ヵ月微笑の重要な意味 

「育てる者」があやしかけると微笑むことで、行

動的な繋がり、気持ちの繋がりが生まれ、「育

てる者」を“安心できる人”“うれしい気持ちに

してくれる人”“信頼できる人”と受け止めるよ

うになる。 

◎微笑み合いは、子どもに肯定的な経験を与

え、育てる者の「育てる」構えを前向きに促し、

「育てること」に自信を深め、どんなことがあっ

ても最終的に自分がこの子を守る覚悟を育

む。 
 

乳児期中期の関係発達 

◎「育てる者」が誘いかけ、子どもが反応する

という構造が大切。 

◎「育てる者」の「成り込み」（例 離乳食を食

べさせる時などに、大人が大きな口をあけて見

せるなど）や、育てる者が主導して築くことで、 

 

◎よさを明確にした上で、さらに、よりよい「私、

保育、子育て等」にしていくために、課題を明

確にすること、その課題に対しては、具体的な

対応を考え、取り組み、その結果、どのように

変化しているかを認識し、次の取り組みに活か

していくことが求められる。 

◎「子ども、保育、保護者、そして保育者等の

よさを見いだそうとする温かなまなざし」こそ、

保育、子育ての基本であることに、「今の私を

あらためて知る」ことによって気づくことが、本研

修の学びのポイントの一つである。 

◎「保育士不足」、「就労期間の短さ」など、保

育をめぐる環境は厳しい。そのような状況にお

いて、「私を支えてくれる人」の存在を意識して

いることにより、「困った時・できないときは助け

てと言える」職場の雰囲気、人間関係が形成

されていることが大事である。悩み、不安なと

き、苦しんでいるとき、支えてもらい、乗り越え

た経験のある人は、他者に自分がやさしくされ

たようにやさしくできる。しかし、やさしくしても

らった経験のない人は、どうしたらいいのかわ

からないのである。 

◎よさを認め合う関係は、自己肯定感を高

め、安心感の中で、子どもが、そして保育者、

保護者が互いにかけがえのない存在として認

め合い、主体的な行動を生み出していく。 

◎「私を知る」の最後は、どんなに忙しい生活

においても、人生を楽しみ、挑戦し続ける人で

あることが、人生を豊かに、そして、組織力を

高めていくことにあらためて気づく。 
 

【Ⅱ 子育ち・子育ての基本～映像を視聴し、

保育を思考する】 

【Ⅰ 実践しつつ考える保育者(保育を楽しむ

人・新たな価値を創造する人)による保育を 】 

◎今の自分を知ること、日々の保育の中で、ま

た、家庭生活の中で、保育者として、親として、

大切にしていることや課題を明確にすること

は、保育、子育ての基本である。心の内で思

い、考えていることをあらためて「可視化」し、他

者との対話により伝え合うことにより、基本とす

る価値観が意識化され、具体的な取り組みへ

つながっていく。 

◎慌ただしい毎日であるが、1日を、そして1週

間を振り返り、「子ども、自分のこと、他者のこ

と」を、そして、保育や子育てを、「・・・できてい

ない」、「うまくいっていない」、「困ったことだ」等

と、否定的に捉えるのではなく、まずは、よさ

を、そして工夫、努力していることを意識するこ

と、つまり、肯定的にとらえる姿勢が大切であ

る。 

日常生活・保育の中で、子どもは子ども相互・子どもと保育者・保育者と親との関わりを

通して育つ。                              ～増田先生講演より～ 
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※五十音順 

【日  時】 平成３０年６月２３日（土） １３：３０～１６：００ 
【場  所】 舞鶴市商工観光センター ５階 コンベンションホール 
【講  演】 「0歳からの子育ち・子育て～育ちの連続性を大切に～」 
           講師 湘南 ケア アンド エデュケーション研究所 
                         所 長   増田 まゆみ氏 
【対  談】  湘南 ケア アンド エデュケーション研究所 
                         所 長   増田 まゆみ氏 
          神戸大学大学院     准教授   北野 幸子氏 

保育の質・保育の専門性を向上するためには、保育実践において暗黙知をいかに

可視化・共有していくかが大きく影響する。  ～増田先生講演より～                 

 乳幼児期の子どもの育ちや学びの特徴を知り、乳幼児期に大切にしたいことを、皆さ

んと共に学び合う機会とするため講演会を開催しました。 

保育所・幼稚園・小・中学校の先生方や市民の皆様にも多数ご参加いただき、市外から

の参加も含め、187人の皆様とともに学びを深めることができました。 

映像を視聴し、心動かされたこと、考えたこと

等を記録し、他者と対話することで、保育を多

面的に捉える。 
  

保育実践の可視化・他者との対話 ～「保育

を語る・保育を思考する」ことのおもしろさ・大

切さを実感する 

学びの前に 

○今の私を知る 

●保育者・親として大切にしていること、保

育者・親として知りたいこと・不安なこと 

●「私」は 

  私のよさ、課題 

●「私の園・家庭」は・・・ 

  私の園・家庭のよさ、課題 

○今の私を知る～あらためて 

●私を支えてくれる人 

●楽しんでいること・挑戦していること 

「育てられる者から育てる者へ(鯨岡峻 ＮＨＫ

ブックス)」から 
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者の機能、役割、専門性が大事ではないかと

考える。 

増：（映像の中の）あの木登りは何回も経験し

ている。子どもも保育者も、この木ならこれぐら

い揺らしても大丈夫と認識しており、そのことが

ダイナミックな動きにつながっているのだろう。  

北：雨が降っていたことで、葉っぱが滑ることな

ど、子どもが自分で状況により判断し行動する

要素がたくさんあった。そこで制限しなかった

り、禁止しなかった保育者の存在は大きいと言

えるのではないか。 

増：試し、科学的に思考することが育まれてお

り、そうした経験が可能となる保育者の援助が

ある。管理職の方がこの映像を視聴すると、

「安全管理」の側面が強調される。もちろん大

事である。それぞれの立場によって同じ状況を

目にしたとき、多様な受け止め方がある。しか

し、身体全体を使うという経験の機会があるこ

とは、子どもの多様な育ちに大きな意味がある

と考える。 

増：文科省の調査で、小学校４、5年生で木登

りを経験しないまま大人になる人数が増えてい

るという報告がある。木登りの醍醐味を経験す

る事は大事だと思う。経験した事のない保育

者、保護者が多くなった時どうなるのだろうかと

考えてしまう。 

北：幼児期に育てたい運動能力として、重心の

【映像を視聴して】 広島 さざなみこども園～

ある認定こども園の挑戦Ⅱ(岩波映像) 

 

北野先生(以下：北） 

（映像の中の子ども達の姿から）経験主義的保

育で、全身で行動的に自分達で問題解決して

いる。 

増田先生(以下：増） 

子どもの姿から育ちや心の動きを、「幼児期の

終わりまでに育ってほしい10の姿」に関連づけ

て受け止めることが大事ではないか。  

北：「幼児期の終わりまでに育ってほしい10の

姿」は、思い切り身体を動かす「健康」、自分で

自分を守る「自立」、友達と一緒に「協同的」に

考え、「自然」と関わるダイナミックさなど、生活

と遊びの中にたくさん埋め込まれており、保育

移動とバランスを養うことは大切である。木登

りを禁止にすれば事故は起こらないが、その時

に育てたい力が育たないのではないかと考え

る。 

増：（映像の中で転んだ子どもとその周囲にい

る子ども達の姿から）あの子は痛い思いをした

時に優しくしてもらった経験があったと推察さ

れる。自分がしてもらったようにする姿、経験

が活かされている。 

北：思いやり、優しさのまなざしを向けられた経

験の蓄積が、自分の中に優しさや思いやりの

気持ちを育む。与えられ与え、教えられ教え

る、この関係性がきちんと出来ている。 

増：子どもと保育者の関係性が豊かな心を育

んでいる。保育者が、丁寧に関わることが大事

ではないか。 

【幼稚園教育要領・保育所保育指針につい

て】 

増：幼稚園教育要領の「前文」は今回初めて

記載された。世界の動きをキャッチして、前文

をこれまでにはない形で提示した。 

北：個を尊重し、他者を尊重し、「協働」しな

がら当事者として形成者となることが大切で

はないかと考える。「協働」ということは世界

中の指針の中に入ってきている。 

増：前回の指針に「協働」ということが初めて

登場し、保育指針第7章に入った。とても大

より質の高い保育を創造していくためには、組織力を高めることが大切。 

個々の得意分野を発揮して総体的な力量を高めていく。リーダーシップを活かせるマネジメントが大切。          ～対談より～ 

対談    湘南ケア アンド エデュケーション研究所     所長    増田 まゆみ氏 

       神戸大学大学院                      准教授   北野     幸子氏 

「育てる者」への基本的信頼感が形成してい

く。 

◎「育てる者」と目が合うアイコンタクトは、 

気持ちが通じ合ったことを互いに確かめ合う

重要な相互作用行為である。 

◎「育てる者」は子どもの負の状態を優しく抱

えることが大切であり、愛された経験、負の状

態を優しく包んでもらった経験が、後に他の人

の負の状態を見たときに、優しく接していける

基底的な条件となる。 

乳児期後期の関係発達 

◎他者から受け入れられ、認められることで自

信を形成し、そのことが子どもの満足感へとつ

ながる。 

◎育てる者は子どもを愛し、子どもを大事にす

る気持ちを持ち、子どもを一個の主体として認

めることが大切である。 

◎子どもは、自らの意図や要求を優先させる

結果、「育てる者」の誘いかけを拒否し「いや」

を表現する。「育てる者」とは異なる「別個の

主体」であることに気づく。 

幼児期前期（1歳過ぎから3歳） 

◎1歳代は、手差しや指さしなど、非言語的な

水準で自分の思いを表現する。大人の言語

的な働きかけを理解し、応答的に指さしする。 

◎子ども同志のかかわり合いが萌芽する時期

であり、子ども相互の間で影響を受けていく。 

2歳代から3歳代 

◎「自我の芽生え」は、自分の「思い通り」を貫

こうとする気持ちと、自分の「思い通り」を抑え

て相手の気持ちを受けとめようとする気持ちと

の間を調整する働きとして登場する。 

◎幼児期に自己主張できることは、自我が育

つための必須の条件である。 

◎完璧主義でもなく放任主義でもない、「ほど

よい育てる者」であることが大切である。    

◎幼児期の意義は、幼児らしくたっぷり遊ぶ事

である。 

◎「乳児から幼児、そして学童へ」と、「育てら

れる者から育てる者へ」の育ちの連続性に着

目。 
 

【Ⅳ 新たな保育所保育指針等の理解のポイ 

ント】 
◎乳児・１歳以上3歳未満児の保育に関する

記載の充実。 

3歳未満児保育のニーズが高まる中で、国内・

海外の研究による知見を活かし、乳児、1歳以

上3歳未満児、3歳以上と3つの発達過程で区

分した保育の内容が記載。前保育指針は、局

長通知から大臣告示となり、13章編成から7

章編成へと大綱化した保育の内容の記載で

講演  つづき 

あった。昭和40年の保育所保育指針から4回

の改定(訂)の変遷も含めて理解することが大

切である。 

◎非認知能力の重視。（世界的な動き）  

◎幼児教育と小学校以上の教育を貫く3つの

柱(資質・能力)を明示。(保育所・幼稚園・認

定こども園共通)。 

◎一貫性のある計画・柔軟性。「保育課程」か

ら「全体的な計画」へ。  

◎カリキュラムマネジメント。（多様の中で全職

員参加により、計画、実践、評価、改善に向け

た取り組み）  

◎子どもの育ちをめぐる環境の変化をふまえた

健康及び安全の記載の見直し。特に、「災害」

についての記載が加わった。                                                    

◎保護者・家庭及び地域と連携した子育て支

援の必要性。基本的な考え方は前指針を踏

襲しているが、より、子育て支援の充実が図ら

れた。「保護者が子育てに喜びを感じられるよ

うに」という部分は具体的にどのように取り組む

のかを検討することが大切である。 

◎職員の資質・専門性の向上。（キャリア アッ

プの提示・研修）  

◎改定により変わったこと・変わらなかったこと

(環境を通じての保育。遊びを通しての総合的

な指導)に着目し理解する。 
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 神戸大学大学院 准教授 北野 幸子先生によるリーダー向けのドキュメンテーション研修で

は、園の保育のリーダーである先生や、これから更にドキュメンテーションを学びたいという先生な

ど、たくさんの方々に参加していただきました。 

 ５つのグループ（５人～６人）にわかれて行ったグループワークでは、持参していただいたドキュメ

ンテーション等をもとに、ドキュメンテーションを書いた本人またはその園の先生が進行役となり、グ

ループワークをおこなっていただきました。グループワークを終えての感想では、「自分なりにきちん

と書いているつもりだったが、皆さんの意見を聞いて、足りない所やわかりやすさが大事だと気付け

た。人の意見を聞くことは大事だと改めて感じた。園でもこのような機会を持ちたい。」「初めて参加

したが、子ども達の姿など、なかなか予想できなかった。様々な視点から意見が聞けて良かっ

た。」などの意見が聞かれました。 

 これまでにも、グループワークの進行などは体験していただく機会もありましたが、今回のように本

人または、自園のドキュメンテーションをもとにし、ワークを進行していただくことで、園に持ち帰り保

育にフィードバックしていただいたり、園内で研修に取り組んでいただく際のヒントも得ていただけた

のではないかと思います。 

【ドキュメンテーションについて】 

◎ドキュメンテーションは、子どもの姿や言葉を

記録し、遊びや生活の中で何を学び、どんな

風に育っているかを可視化する１つの方法とし

てある。 

◎子どもが何に気づき、何に興味を持ち、感じ

たり、わかったり、働きかけたりしているかを可

視化することが大切であると考える。 

◎専門職として保護者に発信していくことが大

切であり、育ちや経験を語るだけでなく、指針

や要領をコメントの中に入れていくとよいと考え

る。 

◎保育者は子守りではなく、専門職であること

６月２２日（金） 講義・グループワーク｢リーダー向け」を実施しました 

                 

  

 

      

      

          

 

参加園 

を記述していくとよいと思われる。 

◎「コミュニケーションが育ちます」といった記

述について、育つために保育者がプロとしてお

こなっていることを加えていくとよいと考える。 

◎育ちの流れや、個々の子どもの育ちがわか

ることも大事である。 

◎保護者が読み慣れている場合は良いが、文

字の量など読みやすさも考慮するとよいと思わ

れる。 

【園内研修について】 

◎研修は保育の維持、向上のために必要なも

のである。 

◎子どもの言葉を聞き取ったり、気持ちを洞察

し、保育の中で起こっていることを保護者や第

三者に伝える説明責任がある。 

◎研修をするということは、保育者は難しく責

任のある仕事だと自負することであると考える。 

◎保育の質の向上のためには、個人の責任で

なく、組織マネジメントとして研修を位置付ける

事が必要であり、さらには研修を受けることを

保障する制度が必要とされている。 

◎保育者の定着と人材育成の鍵は、リーダー

シップであり、過度ではない期待を持って職員

と関わっていくことが大切である。また、保育は

やりがいのある尊い仕事であり、自己実現が図

れる場であることが大切であると考える。 

◎研修に対する受け止め方を能動的なものに

するためには、保育者自身の自明性や必然

性、当事者意識が大切である。 

◎研修によって保育者の実践が変化した例

を、具体的に言語化、可視化し、評価やフィー

ドバックしていくことが大切であると考える。 

永福保育園 

岡田保育園 

さくら保育園 

昭光保育園 

相愛保育園 

タンポポハウス 

なかすじ保育園 

東山保育園 

八雲保育園 

ルンビニ保育園 

うみべのもり保育所 

中保育所 

西乳児保育所 
 

朝来幼稚園 

池内幼稚園 

シオン幼稚園 

舞鶴幼稚園 

 

※五十音順 

事なこと。改定後、「協働」も含めて「7つの

キーワード」として、出版した。残念ながら「協

働」が現場に浸透しきれなかった。今回は期

待している。 

増：現場で「協働」の具体的な取り組みはど

ういうことか、地域、家庭、職員とがつながりを

持ちながら「協働」することの具体的な意味、

実践の多くを発信していただきたい。 

北：地域や家庭を巻き込む、単独ではなく繋

がりあって子育てしていくために、「協働」は大

事なキーワードではないかと考える。 

【リーダーシップについて】 

増：「協働」による保育のためには、組織力を

高めることが大切である。特にリーダーの役割

が大きいと言える。 

北：リーダーシップ研究はトレンドでもある。リー

ダーの役割は協働的なものになってきている。

トップダウンでなく個々の得意分野を発揮して、

総体的な力量を高めていく。その中でのリー

ダーの役割、リーダーシップを活かせるマネジ

メントが大事であると考える。 

増：キャリアアップ研修の中にもマネジメントの

領域がある。今までマネジメントはあまり問われ

てこなかったが、互いに良さを認め合い、育ち

合っていくことが大切であり、その結果、園が組

織としての力を付けることになる。 

北：舞鶴市ではリーダーも主任も変わってくだ

さった。個々の得意分野を生かすリーダーシッ

プという考えが、トップも個々も変化してきた。

言われて行うのでなく、公開保育も手を上げら

れ、広がりのあるリーダーシップが見られる。 

増：舞鶴市ホームページで取り組みを見てい

たが、保育現場の様々な思いが具現化し、計

画になっているのは素晴らしい。公開保育は全

園体制で、継続していって欲しい。ドキュメン

テーションも着々と進んで効果が現れている。

実習日誌もドキュメンテーションにしている園も

ある。今後、広がる可能性がある。一方で、連

続性に着目し、保育を深く読み解くにはドキュメ

ンテーションだけに頼っていてはいけない。子ど

もの感性を大事にし、主体としての子どもの育

ち、関係性を読み解くことを継続することで保

育力が高まっていく。保護者への保育の情報

提供は大事であり、情報量、提供のあり方な

ど、さらに検討が必要ではないか。少子高齢社

会において、子どもの存在そのものが、社会の

未来につながっていく。子どもの育ちを支えて

いく中核である保育所・幼稚園・認定こども園

が地域のセンターとしての役割がますます求め

られると考える。 

 

対談 つづき 


